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(と くに cover scale) と 対比 し て 調べ た . 

その 結果 , cover scale の 数 は , 羽化 後 8 日 月 ま で は な だ ら か な 直線 状 の 減少 を 示し , 羽化 後 8 こ 16 日 
目 で は ほとん と 変化 が な か っ た . 一 方 , 発 香 鱗 の 場合 は , 羽化 後 4 日 目 ま で は ほとん ど 小 少し な い が , 
羽化 後 6 日 目 に な る と 急激 に 減少 し , 羽化 後 8 こ 16 日 目 で は 再び ほとん ど 減 少し な い , と いう 特異 な ペ 
ター ン を 示し た . (な お , 充分 な デー ター は 得 ら れ な か っ た が , 普通 鱗 の うち の basal scale は , 羽化 後 
16 日 に 達し て も , ほとん ど と 脱落 が み ら れ な か っ た .) 

発 香 鱗 の この よう な 特徴 ある 脱落 ベター ン と 配偶 行動 と の 関連 を 知る た め に , 発 香 物質 の 量 的 変化 と 
ゲラ ニア ー ル と ネ ラ ー ル の 比率 の 変化 を これ まで の 文献 か ら 調べ た . その 結果 , ゲラ ニテ アー ル と ネ ラ ー 
ん の 量 が 飽和 点 に 達する 時 期 お よび ゲラ = アール と ネ ラ ー ル の 比 が スジ グロ ショ チュ ウッ 本 来 の 値 に 達 す 
る 時 期 は , いずれ も 羽化 後 4 日 以内 で (た と えば 中 井 , 1971) , これ は 発 香 鱗 が 急激 脱落 する 以前 の こ 
こ で ある . これ ら の 事実 か ら , さ の 條 成熟 の 完成 時 期 と 発 香 鱗 の 急激 な 脱落 時 期 と の 間 に は 。 密接 な 関 
連 性 が ある も の と 示唆 され た -. 


6. アゲ ハチ ョ ウ 上 科 に お ける 中 胸 と 前 政 の 進化 江 本 純 (東海 

アグ ダグ ハ チョ ウ 上 科 の 中 胸 形 態 が 他 の 鱗 次 類 の それ と 著しく 異な る の は , 前 期 の 後 縁 の 動き を つか さ ど 
る 筋肉 tp 13 の 機能 転換 に 起因 する と 考え られ る . tp 13 は 本 来期 を 折り た た む も の (主機 能 ) で あ 
る が , 飛翔 調節 ( 副 機能 ) に も 使わ れ て お り , アゲ ハチ ュ ウ 上 科 の 場合 に は ,。 次 を 折り た た まな いこ と 
か ら 副 機能 が 主機 能 化し て いる と いえ る . この よう な 機能 転換 は 主機 能 化 され た 機能 の 増大 に と も な 
い , その 機能 を 保障 する た め に 周辺 の 関連 諸 形質 に 大 きた 影響 を 与え る . 

そこ で 本 上 科 の 中 胸 の 特異 件 は , 次 の よう な 段階 を 経て 形成 され た と 考え られ る 

第 1 に 副 機 能 が 主機 能 よ りゃ 機能 的 に 優越 する 段階, 第 2 に この 機能 を 形態 的 に 固定 する 段階 , 第 3 
に この 機能 の 増大 に と も な う 諸 形質 が 変化 する 段階 で ある . 本 上 科 の 中 胸 形 態 の 特異 件 は , この 第 3 段 
背 で 形成 され た と 考え られ る が 飛 次 調節 機能 の 増大 こと も な い , 前 矯 の 構造 も 著しい 変化 が み ら れ 
る . 

前 敵 の 変化 過程 は , 日 清 (1966) や BRock (1971) が 示す よ ょ うに, 顕著 な 特徴 を も っ て いる . それ 
は , 愉 脈 が 前 継 部 に 集中 化し , M』 が R 脈 に そっ て 内 向 移動 (BRock) を 起こ すこ と で あり , アゲ ハ 
チョ ウッ 上 科 で は 普遍 的 に み ら れ る 現象 で ある . この 変化 は , 飛 導 調 節 機能 の 増強 に と も な い , tp 13 の 
支配 する 次 の 後半 部 と basalar muscles の 支配 する 前 半 部 と の 間 に 機 能 分 化 が 増大 し た こと か ら , それ 
ぞ れ の 機能 を 保障 する 構造 変化 で あり , アゲ ハチ ュ ョ ウッ 科 で は M」 と M。 の 間 に , 他 の 科 で は M。 と Mi。 
の 問 に 顕著 な wing fold が 形成 され て いる . また さら に シロ チョウ 科 と シジミ チュ ッ 科 の 一 部 で は 。 
M。 も 内 向 移動 を 生じ て いる . 





7. 鱗 交 目 の ト ラキ ア と 事 脈 一 一 凡 期 を 中 心 に 新川 勉 (関東 ) 

鱗 類 目 の 頑 脈 , 脈 相 に 関す る 研究 は Cowsrock (1918) に 始ま っ た と 言っ て よい . その 後 の 全て の 研 
完 は , 基本 的 に は , 彼 の 考え 方 に 基づい て いる . それ は , 次 脈 は 映 期 の 区 の トラ キア (気管 ) の 発達 
発展 と 同じ で あり , トラ キア の 発展 を さか の ぼれ ば , 初期 の 古 世 代 の 次 脈 を 想定 出来 る と する も の で あ 
る . 筆者 は 鱗粉 形成 や 配列 の 初期 の 研究 の た め 映 期 の 研究 を 進め て いる 中 で , 前 述 の Comsrock の 考 
え 方 と は 反対 な も る の を 見 て きた . すなわち トラ キア の 発達 と 次 脈 の 形成 は 全く 別々 に 進行 する の で あ 
り , トラ キア の 発達 は 欧 脈 に 含 入 され る た め の 再 形成 で ある と 考え られ る . 

時 類 に お いて は 夜行 性 の 種 と 昼間 性 の 種 で は 次 脈 に 大 き な 形質 的 差異 の ある こと が 分 か っ て きた . こ 
れる も 中 期 の トラ キア の 問題 で も ある . この 面 に お いて 鱗 次 目 で は 夜行 性 の 峨 と 昼間 性 の 里 お よび 蝶 を 大 
きく 2 分 出来 る . し か し その 差 は 根本 的 な も の で は な く , 時 期 の 最終 段階 に お ける プロ セス の 違い で あ 
り , それ が 形態 的 差 と し て 現われ て いる . すなわち 夜行 人 性 は 次 脈 が 厚く その 中 に 成虫 で も トラ キア を 完 
全 に 持ち , また 乾 全 体 に 微細 な 毛細 支 管 を は り め ぐら し て いる . 反対 に 昼間 性 の 戦 , お よび 蝶 で は 次 脈 
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は うす く , トラ キア は 成虫 で は 見 られ な い . し か し 両方 と も 羽化 時 まで は トラ キア が 存在 し , 厚い か , 
うす いか だ け の こと で ある . また この トラ キア は 機能 的 に も 重要 な 働き を 持つ も の と 考え られ , 遇 期 の 
再 形成 と 強く 関連 する と 思わ れる . 上 記 の 成虫 の トラ キア と 中期 の それ と は 一 部 に お いて 違っ て いる . 
すなわち 中 室 を 走る トラ キア は 成虫 に は な い . それ は すべ て R 脈 , Cu 脈 に 含ま れる の で M 脈 と し て 
は あり 得 な いこ と , また 中 室 端 脈 は 種 に よっ て 異な り , その 発達 の 違い は 種 問 の 形質 差 と な る 場合 が 多 
い . A 脈 (で ん 脈 ) に お いて も , 例え ば Ar, A。 が 基部 で 合流 し て いる 場合 に は , トラ キア は 完全 に 合 
流し て いな いこ と が 多く , Ar, A。 の どちら が 期 端 ま で 延び る か が 種 に よっ て 違う 場合 も ある . 鱗 期 目 
の 映 期 の トラ キア の 移動 は 贅 脈 の 位置 を 決め る の で は な く , 定め られ た 贅 脈 の 位置 に 移動 し て 再編 成 さ 
れ て 封入 され る の で ある . また 鱗 牙 目 に お いて は , R 脈 と Cu 脈 の 分 枝 が , 交 の 拡大 と 強化 を 達成 し た 
の で あり , 消失 し た 中 脈 基部 は これ に 関 石 し て いな いも の と 思わ れる . 

本 研究 に は 広畑 政 巳 氏 の 多大 の 御 協力 を 得 た . ここ に 深く 御礼 申し 上 げ る . 


8. 鱗 超 類 の 超 に お ける 鱗粉 の 配列 パタ ー ン 吉田 昭 広 ・ 新 川 勉 (関東 ) 

鱗粉 類 の 多く の 種 の 超 に お いて , 鱗粉 が 前 縁 ・ 後 縁 方 向 に 列 を な し て いる こと は 古く か ら よ く 知 られ 
て いた . し か し , 鱗粉 は サイ ズ や 形状 が 様々 で あり , か つ 隣 り 合う も の と 重なり 合い な が ら 次 面 を お お 
っ て いる た め , 鱗粉 の 期 面 上 で の 配列 バター ン を 正確 に 知る こと が 困難 で あっ た . そこ で 我々 は 鱗粉 の 
位置 を , 鱗粉 の 次 面 上 で の 付着 点 で ある ソケット の 位置 で ある と 定義 し た . (鱗粉 と ソケット は 同じ 幹 
細胞 か ら 分 化し た , それ ぞ れ 1 個 の 細胞 か ら 成 っ て いる .) ソケット の サイ ズ は 鱗粉 の それ より は る か 
に 小さ い の で , この 定義 に よっ て 鱗粉 の 位置 を 厳密 に 定め る こと が で きる . 故に , ソケット の 配列 パタ 
ー ン を 観察 する こと に よっ て , 鱗粉 の 配列 パタ ー ン を 厳密 に 知る こと が で きた . 観察 に は , 走査 電 顕 , 
光 顕 , プロ ジェ クタ ー 等 を 適宜 使用 し た . 

その 結果 , 1) ソケット の 列 は 次 脈 に よっ て 途切れ る こと な く 連 続 し て いる , 2) ソケット 列 間 の 間隔 
は 一 定 で あり , 列 が 交差 する こと は な い , 3) 期 全体 で は , ソケット の 列 が 次 の 基部 付近 か ら 濾 紋 が 広 
が る か の よう に 次 々 と 配列 し て いる (この 配列 は , 色彩 斑紋 や 次 の 外縁 の 凹凸 と は 相関 が かない) , 4) 學 
の 表 と 裏 の ツノ ケット 列 は 前 縁 部 や 後 縁 部 で 連続 し て いる , 等 が 明らか と な っ た . 故に , 鱗粉 は 超 と いう 
袋 状 の 器官 を 前 縁 ・ 後 縁 方 向 に リン グ 状 に と り ま ぎ き , その よう な リン グ が 基部 ・ 外 縁 方 向 に 等 間隔 で 並 
ん だ , 周期 的 な パタ ー ン を な し て いる と 考え られ る . 

次 に モン シロ チョ ウ を 用 いて , この パタ ー ン の 出現 時 期 を 調べ た . 成虫 の ソケット 列 に み ら れ る よう 
な 細胞 の 列 は , 遇 化 後 20°C で 約 40 時 間 後 に 見 る こと が で きた ( 約 20 時 間 後 で は 見 られ な か っ た ) . 
モン シェ ョ の 幣 期 は 207C で 約 10 日 間 で あり , この 点 で も 幅 期 の 後半 に な っ て 出現 し て くる 色彩 パタ ー 
ン と は 異な っ て いる . 





9. ヒメ アカ タテ ハ の 周年 経過 と 移動 に 関す る 一 考察 松井 安 俊 ・ 松 井 英 子 (関東 ) 

ヒメ アカ タテ へ ハ は 世界 各地 に 分 布 し , 北ア フリ カ , ヨー ロッ ズ , 北ア メリ カ で は 集団 的 な 移動 が 知ら 
れ て いる が , 日 本 で は その よう な 現象 は 観察 され て お ら ず , 周年 経過 な ど 生 態 に つい て 不明 な 点 が 多い . 
演者 ら は 未 発表 を 含む 記録 の 検索 と 越冬 個体 群 の 動態 (一 部 第 28 回 大 会 に て 発表 ) と か ら 本 種 の 周年 
経過 と 移動 に つい て 若干 の 考察 を 試み た . 

1) ヒメ アカ タテ へ の 発生 状況 に 関す る , 塩尻 市 (1977-81, 堀内 , 未 発表 ), 青森 県 (1978・79, 一 
戸 , 1981), 茅ヶ崎 市 (1973<81, 平井 , 一 部 未 発表 ) の 詳細 な 記録 お よび 千葉 県 手賀 沼 北西 部 で の 調 
査 (1980<82, 演者 ら ), さら に 夏 世 代 の 室内 ( 変 温 ) 飼育 に よる 有効 積算 温 量 の 略 算 に より, 本 種 の 発 
生 回 数 は , 東北 , (北陸 ), 中 部 内 陸地 方 で 3 化 ((⑥ ~10 月 ), 関東 南部 以西 九州 で 35~6 化 (通年 ) 
と 推定 され , いずれ の 地 で も 秋 に 発生 の 最大 (前 者 で 9~10 月 , 後者 で 10<11 月 ) が 認め られ た . 

2) ヒメ アカ タテ へ ハ の 幼生 期 で の 越冬 と 1-2 月 の 成虫 の 記録 は 共に 九州 に 集中 し , か つ 本 州 南 殖 に 散 
在 す る が , その 他 の 地域 で は 3~5 月 に お いて さえ も 記録 は 少な い . 約 120 例 の 記録 を 地図 に 印 し , 気 
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